第１条　遺言者は、遺言者の有する一切の財産を、遺言者の甥川越一郎（昭和○年○月○日生、住所：埼玉県東松山市○○○○）に包括して遺贈する。

第２条　遺言者の相続開始時に、前記甥川越一郎が遺言者の法定相続人の地位にある場合には、第１条中「包括して遺贈する」とあるのは、「相続させる」と読み替えるものとする。
（以下略）
